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`ま
じめ に
一般教育学会は,課題研究「Faculty Develop‐
mentの研究」の一環として「Faculty Develop―
ment(以下「FD」と略称する)に関するアンケー
ト調査」を1987年2月～3月に実施した。対象
は全国の国公私立大学・短期大学の学長等及び
Facultyメンバー並びに一般教育学会会員であ
る。本学にもこのFDァンケー トの協力依頼が
なされ,一般教育部長の責任において本学全教
員を対象に調査が行われた。集計は本学の一般
教育学会のメンバーによってなされた。その結
果をここに報告する。
アンケー ト調査
FDアンケート調査 は1987年2月28日～3
月 15日の期間,長期出張者などを除いて一般教
育所属者 33名,専門学科所属者 64名の専任教
員を対象に行われた。質問・回答用紙は一般教
育学会から送付されたものを増刷 して使用し
た。その「Faculty Developmentに関するアン
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ケート調査,説切 。設問事項」はこの報告の末
に資料として示されている。
回答数は一般教育所属者 24名,専門学科所属
者 27名,全学では51名で,回収率はそれぞれ
72.73%,42.19%全学では52.58%であった。
集計は「一般教育学会FDァンケート調査回
答集計要領」に従って行われ,次の4つの集計
指標が用いられた。
(1)差引賛成率=賛成率―反対率
_[+2,+1]―[-1,-2]%~ +1,0,-1,-2]
(2)[0]率= Ю] %[+2,+1,0,-1,-2]
(3)評定平均 =
2[+2]十[+1]―[-1]-2[-2]
[+2,+1,0,-1,-2]
(→ 概評区分
l既評区分の示す内容は次の様になっている。
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